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１  生涯学習（life long education）という教育改革という
理念は、1965年にユネスコによって世界各国に勧告さ
れた。欧米では、いち早くこの理念を導入し、教育改
革に取り込み、高等教育機関を中心として、成人、高
齢者に対する継続教育の実践の場として改革し、その
成果を上げた。日本では、生涯学習の本格的な取り組
みが始まるのは、1988（昭和63）年文部省に生涯学習
局が設置されてからである。
２  寺中作雄は、昭和21年文部省の公民教育課長時代に
『大日本教育』（昭和21年１月号）に「公民教育の振興
と公民館の構想」のなかで、戦後復興と民主主義体制
の確立、平和文化国家の建設のための公民館構想を発
表している。その構想は、この文部次官通牒で具現化
された。その意味では、日本の公民館の原点をみるこ
とができる。
３  南里悦史、「地方分権時代の市町村公民館」『現代公民
館の創造』、日本社会教育学会編、東洋館出版社、
ｐ.444、1999年。
４  社会教育法第９条の２において「都道府県及び市町村
の教育委員会の事務局に、社会教育主事を置く」とあ
る。
５  文部科学省ホームページ：
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/
toushin/__icsFiles/afieldfile/2013/02/19/1330338_9_1.
pdf
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社会教育のこれまでの経緯とこれから
